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自己紹介

所属 日立コンサルティング デジタル社会基盤ドメイン パブリックデザインディビジョン
公共分野のコンサルタント（経産、総務、厚労省等で30以上の国プロのPM）
プライバシー → AI倫理 → ELSI

その他
慶應義塾大学 政策・メディア研究科 特任教授
東京大学 未来ビジョン研究センター データガバナンス研究ユニット 研究員
ISO/IEC SC27 WG5 委員
総務省 情報信託機能の認定スキームの在り方に関する検討会 委員
総務省 スマートシティセキュリティガイドライン検討会 委員

単著「自治体ITガバナンス」（ぎょうせい）
共著「ライフログ活用のすすめ」（日経BP）

「プレシジョンメディシン」（エヌ・ティー・エス）
「Societty5.0のアーキテクチャ」（日経BP）
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AIを取り巻く状況
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AIによる革新とは

人の作業 自動化

従来のIT

暗黙知の壁

データ化

人の作業 自動化学習

学習型AI
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生成AIによる革新とは

人の作業 自動化学習

学習型AI

汎用性のある
生成機能

学習

生成AI

あらゆる
データ

用途の壁
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AIに潜むリスク

人の作業 自動化学習

学習型AI

汎用性のある
生成機能

学習

生成AI

あらゆる
データ

用途の壁

学習データのバイアス
プライバシー侵害

透明性の問題
モデルの陳腐化

安全性、信頼性

適正利用
ハルシネーション
権利侵害
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リスクに対応するための政策

区分 主体 政策動向

欧州 欧州委員会
• 2021年4月、「AI法案」を公表。
2023年末に最終合意。2024年には公布され、2年後に施行される見込み。

米国

大統領府
• 2023年10月30日、AIの安心、安全で信頼できる開発と利用に関する大統領令を発令。8つの原則に従いAIの開発・使
用を推進し、管理する方針。

連邦取引委員
• 2021年4月、「企業のAI活用における真実・公正・公平をめざして」を発表。バイアスのあるAI/不公平な結果を出すAIには、
既存法令を根拠に介入。

商務省 • 2023年4月、AIの監査や評価、認証制度について一般から意見募集を開始。

連邦議会 • 2023年4月、AI規制等について法案が提出。

中国
科学技術部 • 2021年9月、「新世代の人工知能倫理規範」を公表。

ー • 2023年7月、生成AIの規制法を施行。

日本 内閣府

• 2019年3月、「人間中心のAI社会原則」を決定。

• 2024年1月、AI事業者ガイドラインについてパブリックコメントを実施。

• 2024年2月、AIセーフティ・インスティテュートを設立。

OECD • 2019年5月、人工知能に関するOECD原則が42か国で採択。

G7 • 2023年11月、「高度なAIシステムを開発する組織向けの広島プロセス国際指針/国際行動規範」発出。

• AIによる人権侵害リスク等、様々な問題と適切な活用を図るため、各国においてAIガバナンスに関する議論が進められており、
法律等の整備を進めている国も存在する。

• 2023年のG7で議論。11月に「高度なAIシステムを開発する組織向けの広島プロセス国際指針/国際行動規範」発出。
• 生成AIに対する注目が集まり、個別に規制する国もでてきている。
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（参考）人間中心のAI社会原則

出典：https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/wg7/20191101/shiryou1.pdf
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AI倫理／AIガバナンス
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日立におけるAI倫理の取組

• ライフサイクルを通じたAIの安定した利活用を推進

評価

システムデザイン

ゴール設定

運用

環境・リスク分析
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日立におけるAI倫理の取組

• 専門組織の設置、人の育成、外部連携も含めたナレッジ集約(CoE化)

評価

システムデザイン

ゴール設定

運用

環境・リスク分析
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日立におけるAI倫理の取組

評価

システムデザイン

ゴール設定

運用

環境・リスク分析 企画 PoC
設計 開発 運用

研究

AI倫理原則
チェックリスト
によるチェック

AI倫理専門チーム
アドバイザリー
ボードによる確認

必要に応じた
助言、介入

• リスクアセスメントの実践とAI倫理・バイ・デザイン
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AIガバナンスコンサル

制度

リスクへの対応プロセス
継続的に見直しが図られる仕組み
制度が回るためのドキュメント整備

人(教育)

全社員の基礎的知識啓発
責任者等に求められるリスク対応知識啓発
事務局(CoE機能等)の維持のための仕組み

組織

役員を含めた全社的なガバナンス体制
AI倫理委員会、事務局等の機能や役割
関連組織との連携、役割分担
AIを利活用する組織における責任者の位置づけ

• AI倫理を含むリスク対応の根幹はガバナンスのデザイン
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生成AIのガバナンス

共通点学習データに基づいた開発 学習データに基づいた開発

相違点

個別用途 ある程度汎用

個別実装 サービス＋カスタマイズ

リスクの所在ライフサイクル全体 サービス選択＋利用段階が主

ガバナンスの考え方

AI倫理等の原則遵守

利用者が限定的 全従業員が利用

案件毎にリスク評価 様々な用途によるリスク評価

AI倫理等の原則遵守

多様な用途を踏まえた対応ライフサイクルを通じた対応

利用者のガバナンス中心導入・開発者のガバナンス中心

通常のAI 生成AI

リスクの観点共通(権利侵害等) リスクの観点共通(権利侵害等)
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ガバナンスの構造（想定）

AI倫理原則等

リスクアセスメントの仕組み

導入者向け教育

用途想定リスク・対策の整理

利用者向け教育

生成AI 通常AI
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ELSIに関するコンサル
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ELSIの歴史

✓ ELSIとは、Ethical, Legal and Social Issues/Implicationsの略であり、技術の研究開発/社会実装に伴って生じる、
法的・倫理的・社会的な課題/影響を指す。

✓ 米国で1990年にスタートしたゲノム解析プロジェクの中で出てきた概念で、その後バイオ分野以外にも議論が拡大し、新技術
を社会実装する際の技術的課題以外のあらゆる課題を指すようになった。

✓ 欧州ではELSAと呼ばれ、後にRRIという科学技術政策の枠組みに発展した。

2020s～2010s～2000s～1990s～

⚫ ELSI
(Ethical, Legal, and Social Implications)
：倫理的・法的・社会的な影響

◼ 定義1

•新技術が与える倫理的・法的・社会的な影響

◼ 背景・特徴
•米国のヒトゲノム計画において、倫理的・法的・社
会的な影響の研究に特化した予算を確保すること
を提案したことがきっかけで誕生

•新技術や研究が社会に与える影響に注目

⚫ ELSA
(Ethical, Legal, and Social Aspects)
：倫理的・法的・社会的な側面

◼ 定義1

•新技術が与える倫理的・法的・社会的な側面

◼ 背景・特徴
•欧州ではImplicationsではなく、Aspects(側面)
と呼ばれている

•新技術や研究が社会に与える影響に注目

⚫ ELSI
(Ethical, Legal, and Social Issues)
：倫理的・法的・社会的な課題

◼ 定義1

•新規科学技術を研究開発し、社会実装する際に
生じうる、技術的課題以外のあらゆる課題

◼ 背景・特徴
•バイオ分野以外へ議論が拡大

⚫ RRI (Responsible Research and Innovation)
：責任ある研究・イノベーション

◼ 定義2

•包括的で持続可能な研究とイノベーションのデザインを促進することを目的として、研
究とイノベーションの潜在的な影響と社会的な期待を予測し評価する取り組み

•社会のアクター(研究者、市民、政策立案者、企業、第三セクター等)が、研究とイ
ノベーションのプロセス全体において協力し、プロセスとその成果の両方を社会の価値、
ニーズ、期待とよりよく調和させる取り組み

◼ 背景・特徴
• 2014年から開始された欧州委員会の科学技術政策の枠組みである
Horizon2020において、基幹プログラムの一つの中心的な概念として位置づけられ
ている

米国

欧州

1. 大阪大学 社会技術共創研究センター
2. European Commission Horizon 2020
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企業におけるELSI対応の必要性

✓ DXの推進や新技術の台頭により事業そのもののリスクが多様化していることに加え、それらに対応するための新たな法制度の
制定や企業の社会的な価値が見直されている等の状況もあり、企業には法、倫理、社会それぞれの観点からの対応が求めら
れている。

DXの推進に伴う
事業リスクの多様化

企業の社会的な
価値の見直し

新たな法制度の制定

• デジタル化で情報の流通量と流通速
度が上がり、企業と消費者の距離が
縮まったことによる、企業市民としての
存在意義の高まり

• ステークホルダー資本主義の登場に
よる企業の社会的な価値の見直し
…

• Web3、生成AIによる社会の変化
• デジタルとリアルの混在による複雑化
• ディープフェイクの拡散
…

• GDPR (EU)
• AI Act (EU)
• Data Act (EU)
• Data Governance Act (EU)
…

Law
法

Ethic
倫理

Society
社会

• 新たな法制度への対応
• 新たな技術やサービスに既存の法制度が対応して
いない場合は、企業から国に働きかけ

• 既存の法制度で対応しきれていないリスクに対して、
企業が独自の規範を設けて対応

• ステークホルダーとの対話を通した事業検討
• 製品・サービスや自社のELSIの取り組み等につい
ての消費者へのわかりやすい説明

企業に求められるELSI対応の例ELSI対応が求められる背景
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SDGs、ESGとの関係

SDGs

• 2015年9月の国連サミットで採択された持続
可能な開発目標(Sustainable 
Development Goals)

• 17のゴール・169のターゲット

ESG

• 2006年、国連のアナン事務総長提唱のPRI
（責任投資原則）が発端

• 環境(E)、社会(S)、ガバナンス(G)の観点か
ら企業を評価する動き

企業

ELSI

• 法(L)、倫理(E)、社会(S)と企業のイノベー
ションのギャップを埋める取組

• ガバナンスの仕組みとしての実装

企業目標を
規定

企業の評価
指標

イノベーションの
適切な推進

指標向上に貢献

目標達成
に貢献

目標達成に貢献



19© Hitachi Consulting Co., Ltd. 2024. All rights reserved.

ELSIコンサルティング

✓ 日立コンサルティングは、企業のELSI対応を支援するコンサルティングメニューとして、大きく「法制度対応」、「新技術のリスク対
応」、「ガバナンスの仕組み」、「ソーシャルエンゲージメントデザイン」の4種を提供。

Law
法

Ethic
倫理

Society
社会

法制度対応
• GDPR対応 等

新技術のリスク対応
• 新技術を活用したサービスのリスクアセスメント

ガバナンスの仕組み
• 制度の構築
• 組織・体制の構築
• 組織メンバの啓発・研修

ソーシャルエンゲージメントデザイン
• ステークホルダー分析
• リビングラボ
• ソーシャルサウンディング
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ソーシャルエンゲージメントデザイン

目的

✓ 社会(S)に対して、ステークホルダーの特定・分析、分かり易い情報発信、参加型の手法等を用いて、社会との関係性の
強化、新しい技術やサービスに対する社会受容性の分析・向上を目指す。

サービス内容

✓ 以下のようなサービスを提供予定。次ページ以降に一部の手法を紹介。

ステークホルダー分析

プロジェクトに関係するステーク
ホルダーを特定し、そのステーク
ホルダーに関する情報を収集・
分析し、プロジェクトを円滑に
推進するための働きかけ、関係
性の構築等に役立てる。

現状把握

インプット

分析に基づいた施策の実施 ゴール

>
分析・

施策の修正>

社会との関係性強化、
新技術・サービスに対す
る社会受容性の向上を

実現する。

・
・
・

その他の施策

情報
発信 ・

・
・

メディア広報

個別のステークホルダーへのアナウンス

情報
収集 ・

・
・

ソーシャルサウンディング

アンケート調査

双方向
への対応 ・

・
・
ステークホルダーとの個別交渉

ステークホルダーとの連絡会議

協働/
インボルブメ

ント ・
・
・

リビングラボ

ステークホルダーとのパートナーシップ提携
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ステークホルター分析

✓ ステークホルダー分析では、以下の進め方でステークホルダーの抽出・分析、対応方法を検討する。

(1)ステークホルダーの
洗い出し

(2)ステークホルダーの
整理、選定

(3)重要ステークホルダー
の特性分析

(4)重要ステークホルダー
のエンゲージメント検討

•プロジェクトのビジネスモデ
ルの検討、ブレインストーミ
ングなどの手法の活用、関
連分野の専門家へインタ
ビューを実施することで、プ
ロジェクトに関わるステーク
ホルダーを抽出する。

•洗い出したステークホルダー
の属性を一般化し、プロ
ジェクトとの関係性の整理
を行ったうえで、重要なス
テークホルダーをプロジェクト
の影響度、不確定要素
(プロジェクトに対するネガ
ティブな反応など)の可能
性という観点で選定する。

•ステークホルダーの属性、プ
ロジェクトや推進組織との
関係性などを改めて整理
する。

•また、不確定要素の分析
として、どのような反応(プロ
ジェクトへの反対など)があ
るか、その要因や対策案な
どを検討する。

• (3)で分析した結果を踏ま
えてエンゲージメント(プロ
ジェクトへの関わり方など)
手法を検討する。

•重要ステークホルダーの種
類によってエンゲージメント
手法は異なるが、複数の
重要ステークホルダーが存
在し、リスクも複数考えられ
る場合は、プロジェクトにス
テークホルダーを巻き込むリ
ビングラボのような手法も想
定される。
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ステークホルター分析

情報発信 ステークホルダー個別アナウンス、
メディア広報 等

情報収集 アンケート調査、ソーシャルメディ
ア分析、有識者会議 等

双方向 個別交渉、連絡会議 等

インボルブ
メント/協
働

プロジェクト参加、リビングラボ、ス
テークホルダーとのパートナーシッ
プ、マルチステークホルダープロセ
ス 等

エンゲージメント手法
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リビングラボ

✓ リビングラボでは、「(1)ラボチーム」「(2)市民等とのワークショップ(WS)」「(3)実フィールド」の3つのフィールドを駆使しながら
推進する。

(1)ラボチーム(2)市民等とのワークショップ(WS) (3)実フィールド

①LLの設計
• LLの実施目的、取扱テーマ、対象者*、
ステージゲート(SG)基準の整理

• (パートナーの整理、リクルーティング)
• 問題仮説、検証用生活シナリオの検討
• WSの設計、準備

②問題仮説の検証・深堀
• 市民等の生活シナリオの具体化
• 生活シナリオにおける問題の洗い出し、
深掘り

③問題を解決するサービスの発想
• 解決すべき問題の特定
• 問題を解決するサービスの発想、絞り込み
• 法・倫理的問題の検討
• WSの設計、準備

④市民等のステークホルダ(SH)による
フィードバック

• サービスアイデアの評価、フィードバック

⑤サービスのプロトタイピング
• サービスのプロトタイプの作成
• WSの設計、準備

⑥市民等のステークホルダ(SH)による
フィードバック

• プロトタイプの試用、評価、フィードバック

⑦サービス開発、実フィールド検証の計画
• サービスの開発
• 実フィールド検証計画の作成、準備*

⑧実フィールド検証
• 実フィールドでのサービス検証

SG1

SG2
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リビングラボ
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ソーシャルサウンディング

社会受容性
の把握度

ステークホルダーの
立場に立った検討

SNSや統計調査等
に基づく分析

Webアンケート
グループインタビュー

リビングラボ

手間・時間

ソーシャルサウンディング

✓ 社会受容性を把握するための手法としては、「ステークホルダーの立場に立った検討」が一番容易ではあるものの、社会受
容性の把握度合は低い。一方、リビングラボ等を入念に進めることで社会受容性の把握度は高まるが、すべての事業にお
いてこれを実践することが難しい場合もある。

✓ 「SNSや統計調査等に基づく分析」を「ステークホルダーの立場に立った検討」に返すことで、社会受容性の把握の精度を
上げることができる。
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ソーシャルサウンディング

✓ AI倫理等に対応する職員の感度を育成するためにEthical Thinking Workshopという研修メニューを開発、提供。
✓ これは事業毎に設計可能であり、研修目的ではなく、特定の案件を題材にステークホルダーの立場に立った検討にも活用

が可能。

WSの題材の検討 WS実施

※ 人数が多い場合は、最大5～6人程度のチームに分かれてWSを実施します

題材となる
ユースケースの

説明

ステークホルダー
の洗い出し

ステークホルダー
の立場になって
不安を想像

発表、
ディスカッション

チームごとの
ディスカッション
内容の共有

…

全体説明

…
…

仮想のユースケースまたは
構想中のAI利活用事業
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ソーシャルサウンディング

7/XX  〇〇社が、セキュリティ向上施策を公表。

7/XX 〇〇社が、セキュリティ向上施策を運用開始。

8/XX ▲▲新聞が記事「生体認証 監視社会へリスク」を掲載
→〇〇社のセキュリティ向上策について記載

8/XX インフルエンサーＡ氏が上記記事について「サラッととんでもない新事実が書かれてる。
1面スクープ並みの新事案発生じゃないの？」とツイート。

9/XX 雑誌□□ビジネスにおいて○○社の生体認証活用について批判。

9/XX ●●新聞の記事「【独自】の防犯対策、生体認証活用という記事を皮切り
に、各社が一斉に報道。

ポジティブ 中立/不明 ネガティブ

ツイート数

1 0 1

0 0 0

0 0 0

0 1 3

1 1 0

178 526 167

発生イベント
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END

AI倫理とELSI

2024年3月14日
日立コンサルティング
パブリックデザインディビジョン
美馬正司
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